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研究成果
　わが国で放射線治療を必要とする癌患者は増加の一途をたどっており、これらの患者す
べてに安全で質の高い標準的放射線治療を提供することを求められている。。さらには
日々生み出される新しいエビデンスに追随して高度な治療を実施する能力を持つことが
望ましい。これらの要求に応えるために必要な、放射線治療施設の備えるべき施設構造
Structureについて、具体的な達成目標を提言することが本研究の目的である。
　これまでに、厚生労働省がん研究助成金阿部班(8-27)で「放射線治療施設の基準化
（案）」が、同手島班(14-6)・JASTRO平成15・16年度研究課題で「がんの集学的治療にお
ける放射線腫瘍学―医療実態調査研究に基づく放射線治療の品質確保に必要とされる基準
構造―案」（以下日本版BlueBook）（が策定されている。厚生労働省がん研究助成金光森
班(18-4)およびJASTROの2007年定期構造調査の結果、短期間の間に大きな変化が見られた
ことから、最新のデータを元に日本版BlueBookを改訂することとした。
　前回の日本版BlueBookに対する主な追加・変更点は以下の通りである。

1. 図表等に用いているデータをPCS03-05および2007年JASTRO構造調査のものに差し替
え、また、厚生労働省の統計データも最新のものに差し替え、対応する本文記載を更
新

2. 各種数値算定の基礎となる治療所要時間に関して、最新のIMRT、IGRTのものを追加
3. 小線源治療の項に低線量率組織内照射（前立腺癌根治治療）に関する記載を追加
4. その他の先進的治療設備と基準の項にIMRT施設基準を追加
5. 品質管理の項にIHE-ROに関する記載を追加
6. 品質管理の項でQA/QCに関わる参考文献を追加・整理
7. 品質管理の項に過誤照射時の対応に関する記載を追加・放射線治療事故のクラス分類

表を記載
8. スタッフ基準の項において各職務の具体的内容および資格に関する記載を追加
9. 経済的分析の項に放射線治療診療報酬の変遷および年間治療患者数別の収支シミュレ

ーション表を追加
10. 結論の項で今後の放射線治療需要予測を更新
11. 用語解説に最新の用語を追加

なお、完成した成果物はJASTRO構造調査対象施設および関係行政機関・マスコミ各社等に
配付した。


